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　本計画は、都心部を見据えた関東エリア全域をカバーし得る最先進物流施
設です。
　外装材に金属サンドイッチパネルを採用し、シルバー基調の壁面に、グレー
系とシルバー系の外壁パターンとアルミサッシュ・ガラリのデザインを統合
させることで、広大なボリュームの中に変化を与えました。また、直線的な
デザインとメタリックな色彩を組み合わせることで、施設用途に相応しい清
新な物流を想起させるデザインを目指しました。
　エントランスホールの内装デザインについては、天井材に天然木をデッキ
に組み込んだＭＩデッキを採用し、無機質な倉庫空間に温かみを感じること
ができる内装としています。
　環境対応として、断熱性能の高い外壁材・屋根材、全館ＬＥＤ照明の採用
等、環境や省エネルギーに配慮した施設計画とし、民間CASBEEＡランク
認証、BELS評価☆５、ZEBを取得しています。

　株式会社錢高組　意匠：山口雅一　　　　　　
構造：市ノ瀬隆行、安部信彦
設備：川村匡史　　　　　　

■工　事　名　称／ロジスクエア厚木Ⅱ新築工事
■建　設　地／神奈川県厚木市上依知字上ノ原
■建　築　主／株式会社シーアールイー
■設計・監理／株式会社錢高組一級建築士事務所
■施　　　工／株式会社錢高組
■敷　地　面　積／，．㎡
■建　築　面　積／，．㎡
■延べ床面積／，．㎡
■構造・階数／Ｓ造地上５階建て
■主　要　用　途／倉庫業を営む倉庫
■工　　　期／年４月１日～年３月日
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　このたび、神奈川県厚木市で開発を進めてまいりました物
流施設「ロジスクエア厚木Ⅱ」が完成いたしました。
　厚木市の内陸工業団地内にある開発地は、首都圏中央連絡
自動車道（圏央道）の相模原愛川ＩＣから約．㎞、国道
号線相模原バイパス至近に位置しています。厚木、相模原両
市内への近距離の配送はもとより、圏央道経由で東名高速自
動車道、中央高速自動車道を利用することで広域物流拠点の
立地としても優位性を備えています。

　施設には、台の大型車が同時接車可能なトラックバース
を備え、５台分の待機スペースも配置しています。荷物用エ
レベーター２基、垂直搬送機２基、ドックレベラー２基を実
装し、垂直搬送機１基の増設も可能で、入居テナントの将来
ニーズにも一定の対応ができる仕様としました。
　環境対策では、全館ＬＥＤ照明、人感センサー、節水型衛
生器具を採用しています。エントランスの天井面には、国産
天然木材を使った型枠材「ＭＩデッキ」を用いて内装仕上げ
材として兼用利用し、建物自体の炭素固定化を促して二酸化
炭素（ＣＯ）の削減にも貢献してまいります。環境や省エ
ネルギーへの配慮により、ＢＥＬＳ評価、ＺＥＢ、ＣＡＳＢ
ＥＥ―建築（新築）といった各種認証も取得しています。
　今後、物件屋根全面に太陽光発電システムも導入して自家
消費と余剰売電を行い、脱炭素社会の実現に向けた社会的責
任も果たしてまいります。
　設計・施工を手掛けた錢高組様と協力会社の皆さまには、
さまざまな要望に丁寧に対応いただきました。結びにあたり
御礼申し上げます。

倉庫内部 トラックバース オフィスフロア


